
公 告 第 １４５ 号 
令和８年９月２９日 

 
公      告 

 
契約担当官 
航空自衛隊第６航空団 
会計隊長 小澤 亮佑 

 
下記により入札を実施するので、「入札及び契約心得」を熟知の上参加されたい。 
 

記 
  
１ 入札に付する事項 
 （１）件 名：＃２３１照明補修工事 
 （２）工  期：契約締結日～令和９年３月３１日 
 （３）工事内容：＃２３１において指定する既設照明器具の撤去及びＬＥＤ照明への更新工事 
 （４）工事場所：航空自衛隊小松基地 
（５）本工事は、現場閉所により週休２日を確保する「完全週休２日制工事（土日）」の試行対象工事で

ある。 
 （６）見積参考資料の交付について 
    入札説明書に記載された「指定品目」に該当する工事については、一般競争参加資格確認申請書

を提出し、競争参加資格があると認められたものに対し、入札書の提出期限の６日前（行政機関の
休日を除く。）までに見積参考資料を交付する試行工事であるため申し出るものとする。 

    なお、「見積参考資料」は、建設工事請負契約書第２７条第５項（単品スライド）による請求があ
った場合、１品目としてスライド判定を行う（「特例措置」）ものとする。 

 （７）指定品目の精算について 
    工事に含まれる指定品目の精算に当たっては、建設工事請負契約書第２７条第５条に基づく請求 
   （単品スライド）があった場合において指定品目を１品目としてスライド判定を行う（「特例措置」） 
   又は、実際の購入金額を基に設計変更を行うことを受注者が選択可能である。 
 （８）単品スライドの「特例措置」による精算について 
    特記仕様書に記載する指定品目については、契約後に建設工事請負契約書第２７条第５項（単品

スライド）による請求があった場合、１品目としてスライド判定を行う（「特例措置」）ものとする。 
 （９）指定品目の設計変更による精算について 
    特記仕様書に記載する指定品目については、実際の購入金額を基に設計変更を行うことが可能で 
   ある。 
    ただし、指定品目に係る別途調達経費についての設計変更内容は、工事請負契約書第２７条（ス 

ライド条項）の対象外とする。なお、全体スライドはまたはインフレスライド請求があった場合に 
は、労務費のみスライドの対象とする。 

２ 競争参加資格 
 （１）予算決算及び会計令（昭和 22年勅令第 165号。以下「予決令」という。）第 70条及び第 71 条の 

規定に該当しない者であること。 
 

 （２）防衛省における令和８年度一般競争（指名競争）参加資格（以下「防衛省競争参加資格」とい 
う。）のうち、「電気」で級別の格付を受けていること。 

   （会社更生法（平成 14 年法律第 154号）に基づき更生手続開始の申立てがなされている者又は民事 
再生法（平成 11年法律第 225 号）に基づき再生手続開始の申立てがなされている者については、手
続開始の決定後、再度級別の格付を受けていること。）。 
 

 （３）会社更生法に基づき更生手続開始の申立てがなされている者又は民事再生法に基づき再生手続開 
始の申立てがなされている者（（２）の再度級別の格付を受けた者を除く。）でないこと。  
 

（４）防衛省競争参加資格の「電気」に係る等級（防衛省競争参加資格の資格審査結果通知書（以 
下「資格審査結果通知書」という。）の記３の等級）がＢ～Ｃ等級であること。 

 
（５）一般競争参加資格確認申請書（以下「申請書」という。）、申請書記載の競争参加資格確認資料（以

下「資料」という。）及び資格審査結果通知書の提出期限の日から開札の時点までの期間に、防衛省
のいずれかの地方防衛局長又は地方防衛支局長（長崎防衛支局長を除く。）から、工事請負契約等に
係る指名停止等の措置要領について（防整施（事）第 150号 28.3.31）に基づく指名停止を受けてい
ないこと。 
 

 （６）入札に参加しようとする者との間に資本関係又は人的関係がないこと。 
 
 （７）都道府県警察から暴力団関係業者として防衛省が発注する工事等から排除するよう要請があり、 

当該状態が継続している有資格業者でないこと。 



  
   (８)は､請負金額が 4000 万円以上（建築一式 8000 万円以上）の場合に適用する。 
 （８）次の基準を全て満たす監理技術者又は主任技術者（以下「監理技術者等」という。）を当該工事に 

専任で配置できること。 
  ア 一級建築士又はこれと同等以上の資格を有する者である。 
  イ 過去１５年の間に同類と認める工事の経験を有する者である（原則、着工から完成まで従事して

いる。）。なお、当該経験が平成 13年 12月 25日以降に完成した防衛省発注機関（旧防衛施設局及び
旧防衛施設支局を含む。）の発注した工事に係るものにあっては、評定点合計が 65 点未満のものを
除く。また、経験が工事成績相互利用登録機関が発注した工事で工事成績評定相互利用対象工事に
該当するものである場合は、工事成績の評定点が 65点未満のものを除く。 

  ウ 監理技術者にあっては、監理技術者資格者証及び監理技術者講習修了証を有する者である。 
 
  （９）情報保全に係る履行体制について懸念が存在する者又は業務従事者若しくは親会社等の国籍その

他これに類するものが、発注者との契約に違反する行為を求められた場合に、これを拒む権利を実
効性をもって法的に保障されない国又は地域に該当する者及び国連安保理決議において労働許可を
提供しないことが決定されている国又は地域に該当する者は入札参加を認めない。 

３ 入札手続等 
（１）担当部隊等 

    〒９２３－８５８６ 石川県小松市向本折町戊 267 
    航空自衛隊第６航空団（小松基地）会計隊契約班 担当：佐嶋 
    ＴＥＬ ０７６１－２２－２１０１（内線２３９） 
    ＦＡＸ ０７６１－２２－２１０４ 
 
（２）入札説明書等の交付 
  ア 交付期間 

令和８年９月２９日から令和８年１０月１５日まで（行政機関の休日に関する法律（昭和 63 
年法律第 91号）第１条第１項に規定する行政機関の休日を除く。）の毎日、午前８時１５分から 
午後５時 

  イ 交付場所 
（１）に同じ。 

  ウ 交付書類 
入札説明書、仕様書、申請書、資料、その他、契約担当官が必要と認めるもの。 

  エ 交付方法 
手交 

    なお、交付書類については、小松基地ホームページの調達情報から入手可能である。 
 

 （３）申請書、資料及び資格審査結果通知書の提出期限等 
   ア 提出期限 
     令和８年１０月１５日 
   イ 提出方法 
     持参又は郵送（書留郵便に限る。）若しくは託送（書留郵便と同等のものに限る。）（以下「郵送

等」という。）する。 
 
 （４）入札書等の提出期限等 
   ア 提出期限 

令和８年１１月６日午後５時００分 
   イ 工事費内訳明細書の提出 

工事費内訳明細書についても、入札書と同時に提出するものとする。 
ウ 提出方法 

持参又は郵送 
     入札書及び工事費内訳明細書を各々封筒に入れて封かんし、入札書を入れた封筒の表に「入札 

書在中」と朱書きする。さらにこれらを１つの封筒に入れて封かんし、封筒の表に工事名、開札 
日時及び商号又は名称を記載の上、提出する。 
 

 （５）開札の日時及び場所 
   ア 日時：令和８年１１月１０日午前１０時００分 
   イ 場所：航空自衛隊小松基地会計隊入札室 
        （当日の状況により、開札会場が変更になる場合があります。） 
 
４ その他 
 （１）手続において使用する言語及び通貨 日本語及び日本国通貨に限る。 
 
 （２）入札保証金 

免除 
 



 （３）契約保証金 
免除。ただし、落札者は、公共工事履行保証証券による保証（瑕疵担保特約（１年間）を付した 

ものに限る。）を付するもの、又は履行保証保険契約の締結を行った場合。この場合の保証金額は、 
請負代金額の 10分の１（予決令第８６条の調査を受けた者との契約については 10 分の３）以上と 
する。 

  
（４）入札の無効 

次に掲げる入札は無効とする。 
   ア 本公告に示した競争参加資格のない者のした入札 
   イ 申請書、資料を含む提出書類に虚偽の記載をした者のした入札 
   ウ 入札に関する条件に違反した入札 
  
（５）入札方法 

落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の１０パーセントに相当する額を加 
算した金額をもって落札価格とするので、入札者は、消費税に係る課税事業者であるか免税事業者 
であるかを問わず、見積もった契約金額の１１０分の１００に相当する金額を入札書に記載するこ 
と。 

  
（６）予決令第 79 条の規定に基づいて作成された予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもって有効な 

入札を行った者を落札者とする。ただし、落札者となるべき者の入札価格によっては、その者によ 
り当該契約の内容に適合した履行がなされないおそれがあると認められるとき、又はその者と契約 
を締結することが公正な取引の秩序を乱すこととなるおそれがあって著しく不適当であると認めら 
れるときは、予定価格の制限の範囲内の価格をもって入札した他の者のうち最低の価格をもって入 
札した者を落札者とすることがある。 
 

 （７）落札者となるべき者の入札価格が予決令第 85条の規定に基づいて作成された基準（以下「調査基 
準価格」という。）を下回っている場合は、予決令第 86条の調査（以下「低入札価格調査」という。） 
を行うので、協力しなければならない。 

 
 （８）入札後、契約を締結するまでの間に、都道府県警察から暴力団関係者として防衛省が発注する工事

等から排除するよう要請があり、当該状態が継続している有資格者とは契約を行わない。 
 
（９）契約書作成の要否 

    要 
 
（１０）適用する契約条項 

本工事は、航空自衛隊標準契約条項建設工事請負契約条項、適用契約条項及び暴力団排除に関す 
る特約条項及び別紙特約条項を適用する。 

 
（１１）資料のヒアリングを行う場合がある。 
 
（１２）関連情報を入手するための照会窓口 

３（１）に同じ。 
 
（１３）競争参加資格の級別の格付を受けていない者の参加 

上記２（２）に掲げる競争参加資格の級別の格付を受けていない者も上記３（３）により申請書及 
び資料を提出することができるが、競争に参加するためには、開札の時において当該資格の格付を 
受け、かつ、競争参加資格の確認を受けていなければならない。 

 
    (１４)アは､請負金額が 4000万円以上（建築一式 8000万円以上）の場合に適用する。 
（１４）配置予定監理技術者の確認 

ア 落札決定後、配置予定の監理技術者の専任制違反の事実が確認された場合、契約を結ばないこ
とがある。 

   イ 種々の状況からやむを得ないものとして承認された場合の外は、配置予定技術者の変更を認め 
ない。 
 

（１５）は請負金額が 4000万円以上（建築一式 8000万円以上）の場合に適用する。 
（１５）専任の監理技術者の配置が義務付けられている工事において、調査基準価格を下回った価格をも

って契約する場合においては、監理技術者とは別に同等の要件を満たす技術者の配置を求めること
がある。 

 
（１６）詳細は、入札説明書による。 



          貴公告又は通知に対し、入札及び契約心得に示す内容及び適用する契約条項等を承諾又は誓約の上、下記のとおり提出します。

契約担当官

航空自衛隊第６航空団

会計隊長　小澤　亮佑　　殿

入　札　者

住　　　所

会　社　名

代表者電話番号

代表者名

代理人名

代理人電話番号

１　件　　名：

２　工事場所：航空自衛隊小松基地

３　工　　期：契約締結日～

総額 ￥

工事内訳

単位 数量 単価 金額

式 1

式 1

式 1

式 1

式 1

【法定福利費相当額】 円

（法定福利費積算過程）

入　札　書

令和8年11月11日

＃２３１照明補修工事

令和9年3月31日

件名（品名） 規格

直接工事費 仕様書のとおり

共通費

Ⅰ　共通仮設費

Ⅱ　現場管理費

Ⅲ　産業廃棄物処分費

Ⅳ　一般管理費等

以下余白

工事価格



契約担当官

航空自衛隊第６航空団

会計隊長　小澤　亮佑　　殿

下記の番号に　〇　の付記のある

　　　　入札に関する権限を代理人　　　　　　　　　　　　に委任します。

件名：

１　入札に関する事項

２　契約締結の権限

３　代金の請求及び領収に関する権限

４　復代理人選任の権限

５　上記の外、本件に付随する一切の権限

委任者 （住所）

（会社名）

（代表者名）

受任者 （住所）

（会社名）

（代表者名）

委　任　状

令和8年11月11日

＃２３１照明補修工事



6 工事価格 仕様書のとおり 式

－以下余白－

1

工　事　費　内　訳　明　細　書

1

ＮＯ 品　　名（件名） 規　　　　　　　格 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

1 直接工事費 仕様書のとおり 式 1

2 共通仮設費 仕様書のとおり 式 1

3 現場管理費 仕様書のとおり 式 1

4 一般管理費等 仕様書のとおり 式 1

5 法定福利費 仕様書のとおり 式 1



工　事　費　内　訳　明　細　書

2

ＮＯ 品　　名（件名） 規　　　　　　　格 単位 数 量 単 価 金 額 摘 要

工事価格 式 1

直接工事費 式 1

うち材料費 式 1

うち労務費 式 1

計

共通費

共通仮設費 式 1

現場管理費 式 1

うち建退共制度の
掛金 式 1

工事原価のうち現場
労働者の法定福利費
の事業者負担額 式 1

工事原価のうち安
全衛生経費 式 1

一般管理費等 式 1

計



(7) 常夜灯 個 2

(2) 高天井器具

(10) 制御盤 個

(5) 高天井器具

(6) 常夜灯 個

1 撤去

17

(1)

仕様書のとおり
YB16575Z（パナソニック）
オートリフター（YB01002）付き

仕様書のとおり
YB15820（パナソニック）

仕様書のとおり
YB15820（パナソニック）
オートリフター（YB01002）付き

仕様書のとおり
LED高天井照明器具

仕様書のとおり
YB16854（パナソニック）

仕様書のとおり
YB16854（パナソニック）
オートリフター（YB01002）付き

仕様書のとおり
YA54115（パナソニック）

仕様書のとおり
ワイヤー及び器具一式

(11) ケーブル ｍ

1

仕様書のとおり
E-31 ｍ(12) 電線管 9

2 電気工事

小 計

仕様書のとおり
120W×１０台（１２００W)

仕様書のとおり
CV3.5ｓｑ-3ｃ

10

個

個 4

摘 要

仕様書のとおり
YB16575Z（パナソニック）

(8) 投光器 個

4

8

(4) 高天井器具 個 4

(3) 高天井器具 個

4

直接工事費

工　事　費　内　訳　明　細　書

3

ＮＯ 品　　名（件名） 規　　　　　　　格 単位 数 量 単 価 金 額

高天井器具 個 12

(9) 昇降装置 個

4



4

(6) 高所作業車
仕様書のとおり
標準型 式 1

(5) 投光器

仕様書のとおり
EL-S20041N/W VHJ(三菱電機）　投
光器取付架台　再利用 個 1

(4) 投光器 個 3

金 額 摘 要

上段：物品費
下段：労務費

上段：物品費
下段：労務費

(1) 高天井器具 個 16

工　事　費　内　訳　明　細　書

ＮＯ 品　　名（件名） 規　　　　　　　格 単位 数 量 単 価

仕様書のとおり
EL-GT40120N/M AHTN(三菱電機）

上段：物品費
下段：労務費

(3) 取付金具
仕様書のとおり
既設高天井照明取付金具と同じ物 個 22

22(2) 高天井器具 個

以下余白

仕様書のとおり
EL-S30041N/W 2AHJ(三菱電機）　
投光器取付架台　再利用

仕様書のとおり
EL-GT40120N/M AHTN(三菱電機）　
高天井照明取付金具設置を含む

上段：物品費
下段：労務費

上段：物品費
下段：労務費

小 計



仕 様 書 

 

１ 工事件名 

  ＃２３１照明補修工事 

 

２ 工事場所 

  航空自衛隊小松基地（細部は図面番号１／８による。） 

 

３ 工事概要 

  ＃２３１において指定する既設照明器具の撤去及びＬＥＤ照明への更新工事 

 

４ 規格及び数量 

  図面番号 各図面による。 

 

５ 基地内共通事項及び一般共通事項 

  令和８年度施設工事及び施設役務に係る共通事項による。 

 

６ 特記事項 

(1) 本工事は、完全週休２日制工事（土日）の試行対象工事である。 

ア 週休２日の考え方 

(ｱ) 完全週休２日（土日）とは、対象期間の全ての週において、原則として

土曜日及び日曜日を現場閉所（現場休息）日に指定し、２日以上の現場

閉所（現場休息）を行ったと認められる状態をいう。ただし、対象期間

の日数が７日に満たない週においては、当該週の土曜日及び日曜日の合

計日数以上の現場閉所（現場休息）を行っていれば、達成しているとみ

なす。また、土曜日又は日曜日に現場作業を行うこととされている場合

は、受発注者間で協議した上で、当該曜日に代わる曜日を現場閉所日（

現場休息日）に指定するものとする。 

月単位の週休２日とは、対象期間内における全ての月で現場閉所（現

場休息）日数の割合が２８．５％（８日/２８日）以上の水準に達する状

態をいう。ただし、暦上の土曜日及び日曜日の日数の割合が２８．５％

に満たない月においては、当該月の土曜日及び日曜日の合計日数以上の

現場閉所を行っている状態をいう。 

通期の週休２日とは、対象期間において、２８．５％（８日/２８日）

以上の現場閉所（現場休息）を行ったと認められることをいう。 



なお、降雪、出水期、猛暑日等による予定外の現場閉所についても、

現場閉所日数に含めるものとする。 

(ｲ) 対象期間は、工事着手日から工事完成日までの期間とするが、そのう

ち、年末年始６日間及び夏季休暇３日間、工場製作のみの期間、工事全

体の一時中止期間、受注者の責によらず現場作業の中止（または休止）

を余儀なくされる期間などは含まない。 

(ｳ) 現場閉所日とは、巡回パトロールや保守点検等、現場管理上必要な作

業を行う場合を除き、１日を通して現場及び現場事務所が閉所された日

をいう。 

イ 現場閉所実績報告書 

受注者は、毎月末までに現場閉所実績報告書を作成し、翌月１０日までに

監督官へ提出するものとする。ただし、工事完成月については、監督官が指

定する日までに現場閉所実績報告書を提出するものとする。 

ウ 総合工事工程表の作成 

受注者は、発注時の設計図書や発注者から明示される事項を踏まえ、総合

工事工程表を作成する。 

総合工事工程表を作成するに当たっては、当該工事の規模及び難易度、地

域の実情、自然条件、工事内容、施工条件等のほか、建設工事に従事する者

の週休２日の確保等、下記の条件を適切に考慮する。 

(ｱ) 建設工事に従事する者の休日（週休２日に加え、祝日、年末年始及び夏

季休暇）の確保 

(ｲ) 建設業者が施工に先立って行う労務・資機材の調達、調査・測量、現場

事務所の設置等の「施工準備期間」 

(ｳ) 施工終了後の自主検査、後片付け、清掃等の「後片付け期間」 

(ｴ) 降雪、出水期、猛暑日等の作業不能日数 

エ 工事工程の共有 

(ｱ) 工事において、受発注者間で工事工程のクリティカルパスを共有し、工

程に影響する事項がある場合には、その事項の処理対応者を明確にするも

のとする。 

(ｲ) 円滑な協議を行うため、施工当初において工事工程（特にクリティカル

パス）と関連する案件の処理期限（誰がいつまでに処理し、どの作業と関

連するのか）について、受発注者で共有するものとする。 

(ｳ) 工事工程の共有に当たっては、必要に応じて下請け業者（専門工事業者

等の技術者等）を含めるなど、共有する工程が現場実態にあったものとな

るよう配慮するものとする。 



(ｴ) 工程に変更が生じた場合には、その要因と変更後の工事工程について受

発注者間で共有すること。また、工程の変更理由が受注者の責によらない

場合は、適切に工期の変更を行うものとする。 

オ 現場閉所の達成状況及び精査 

対象期間における全ての週において完全週休２日（土日）が達成できてい

ない又は月単位の週休２日が達成できていない場合は、補正した労務費（公 

共工事設計労務単価、電気通信技術者、電気通信技術員及び機械設備据付工)

、現場管理費及び市場単価等を、請負代金額の変更により減額するものとす

る。 

 (2) 作業時間 

 本工事における作業時間は、８時００分から１７時００分とする。なお、作 

業期間中の土曜日、日曜日、祝日、夏季休暇及び年末年始休暇を作業不能日と 

して見込むほか、猛暑による作業不能日数を以下のとおり見込んでいる｡ 

猛暑による作業不能日数：１０日間（令和８年４月～１０月までの間） 

なお、工期中に発生した猛暑による作業不能日数（現場作業時間において環 

境省が公表する北陸地方石川県小松地点におけるＷＢＧＴ値(気温、湿度、日射 

・輻射を考慮した暑さ指数）又は実際に現場にて計測するＷＢＧＴ値が３１以 

上となり、かつ受注者が契約工事単位で全作業を中断し、又は現場を閉所した 

時間を算定し、日数に換算したもの（小数点以下第一位を四捨五入する。）） 

が上記の日数から著しく乖離し、予定された工期で工事を完了することが困難 

と認められる場合は、工期延長を含めた変更契約について監督官と協議するも 

のとする。 

(3) 発生材等 

 本工事で発生する発生材は、監督官の指示する場所へ集積するとともに写真 

及び数量、重さを明記した通知書（定型任意）を作成し提出するものとする。 

(4) 撤去器具 

   撤去する器具は、図面（３／８）によるものとする。 

(5) 新設器具 

  ア 新設する器具は、図面（４／８）によるものとする。 

  イ 同等品又は同等品以上の規格の製品を使用する際には、事前に照度計算を 

   実施するとともに、その結果を監督官に提出し、承認を受けるものとする。 

  ウ 本工事で使用する照明器具は竣工した後速やかに保証書を提出するものと 

する。 

(6) 施工 

  ア 高天井照明器具及び屋外投光器に用いる電源配線及びは既設流用とし、器



具撤去により不要になった電線、電線用配管、安定器、電動昇降装置、制御

盤電動昇降装置及び制御盤電源ケーブル等についてはすべて撤去するものと

する。 

  イ 高天井照明器具は、金具を使い既設の照明器具支持材に直接施工または既 

   設照明器具支持材を加工して施工するものとする。 

  ウ 施工は照明器具の重量を十分に支えられるものとし、細部は監督官との協 

   議の上、施工方法を決定するものとする。 

  エ 新設照明器具は、全てに脱落防止の処置を施すものとする。 

(7) 試験 

  ア 絶縁抵抗測定試験 

着工時及び竣工時にそれぞれ絶縁抵抗測定を実施するものとし、測定箇所 

   は電灯盤ブレーカーの負荷側からとする。 

  イ 照度測定試験 

    着工前及び竣工後にそれぞれ照度測定を実施するものとする。 

  ウ 試験成績表 

    上記２つの試験については、試験結果を書面（様式任意）にて提出するも 

のとし、細部は監督官の指示によるものとする。 
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図面名

工事関係者以外不許複製

航空自衛隊小松基地

図面番号

令和　　年　　月　　日

小松駅

小松基地

小松IC
日本海

305

　案内図

N
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日本海

案内図（石川県）

配置図



no scale縮　尺件　名

図面名

工事関係者以外不許複製

航空自衛隊小松基地

図面番号

令和　　年　　月　　日

航空自衛隊小松基地　正門

N

工事履行場所

　案内図２

　＃２３１照明補修工事 　２／８



※各器具は安定器の撤去も含む。

縮　尺件　名

図面名

工事関係者以外不許複製

航空自衛隊小松基地

図面番号

令和　　年　　月　　日　撤去器具配置図

既設高天井照明器具取付参考図

撤去器具配置図面

照明器具支持材
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⑤

⑤

④

⑥

数量

Ｍ

Ｍ

Ｍ

１２

４

４

４
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　既設照明器具型番等

　ＹＢ１６５７５Ｚ（パナソニック）

　ＹＢ１５８２０（パナソニック）

　ＹＢ１５８２０（パナソニック）

　ＹＢ１６５７５Ｚ（パナソニック）①

①

②

②

③

③

④

　オートリフター（YB01002）付き

　オートリフター（YB01002）付き

　ＹＢ１６８５４（パナソニック）

　ＹＢ１６８５４（パナソニック）
　オートリフター（YB01002）付き

８

4

４

一式

⑤

⑥

　ＬＥＤ高天井照明器具　

電動昇降装置制御盤、電源ケーブル、配管

1
00

0 8000
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隊舎側

　防雨型　ＹＡ５４１１５（パナソニック）



　EL-GT40120N/M AHTN(三菱電機 )　

　高天井照明取付金具設置を含む

no scale縮　尺件　名

図面名 航空自衛隊小松基地

図面番号

令和　　年　　月　　日　新設器具配置図

工事関係者以外不許複製

新設器具配置図面

既設照明器具支持材
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新設高天井照明器具取付参考例

②

②①

 新設照明器具参考型番 数量

　EL-GT40120N/M AHTN(三菱電機 )　

GL＋ 4000

GL＋ 9000

GL＋ 9000
GL＋ 9000

隊舎側

飛行場側

④

③

②

①

①

16

22

　 EL-S30041N/W 2AHJ(三菱電機 )　

　投光器取付架台　再利用
3

1
　投光器取付架台　再利用

　EL-S20041N/H VHJ(三菱電機)　

③

③③

④

②
②

②
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②
②

②
②
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　＃２３１立面図１



no scale縮　尺件　名

図面名

工事関係者以外不許複製

航空自衛隊小松基地

図面番号

令和　　年　　月　　日

格納庫断面図（南側）
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事務所等

オートリフター制御盤及び配管

床面

400

4
0
0
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5

配管：4.5ｍ

オートリフター制御盤及びケーブル配管（撤去）

13
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4
00
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00

1 500

120× 125×50
操作用ボックス

GL＋1300
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　＃２３１立面図２



　防雨型　ＹＡ５４１１５（パナソニック）

no scale縮　尺件　名

図面名

工事関係者以外不許複製

航空自衛隊小松基地

図面番号

令和　　年　　月　　日

撤去屋外投光器具

新設屋外投光器具
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0
0
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脱落防止ワイヤ

3
0
0
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　屋外投光器

　EL-S30041N/W 2AHJ(三菱電機 )　

参考型番



no scale縮　尺件　名

図面名

工事関係者以外不許複製

航空自衛隊小松基地

図面番号

令和　　年　　月　　日

数量内　容 図面番号

建物番号＃２３１

規　格
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　数量表

12

〃
　YB16575Z（パナソニック）

　YB16575Z（パナソニック）

　オートリフター（YB01002）付き
4

　YB15820（パナソニック） 8〃

　YB15820（パナソニック）
4〃

昇降装置 　ﾜｲﾔｰ及び器具一式 10

　YB16854（パナソニック） 4

　YB16854（パナソニック）
〃

　オートリフター（YB01002）付き
2

高天井器具

〃

　オートリフター（YB01002）付き

常夜灯

4　LED高天井照明器具

投光器 4

電線管 　E-31

　120W×１０台（1200W）

17ｍ　CV3.5ｓｑ-3ｃ

１

9ｍ

制御盤

ケーブル

  YA54115（パナソニック）

高所作業車 一式　標準型

高天井器具 　EL-GT40120N/M　AHTN（三菱電機） 16
　EL-GT40120N/M　AHTN（三菱電機）

22

取付金具 22　既設高天井照明取付金具と同じ物

　投光器取付架台　再利用
3

　EL-S20041N/H　VHJ（三菱電機）

　EL-S30041N/W　2AHJ（三菱電機）

　投光器取付架台　再利用
1

〃

投光器

〃

4/8

3/8

　高天井照明取付金具設置を含む

工　種

撤去

電気工事

①

①

②

②

③

③

⑤

⑥

⑥

⑥

⑥

①

②

③

④

④

Ｍ

Ｍ

Ｍ
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図面名

工事関係者以外不許複製

航空自衛隊小松基地

図面番号

令和　　年　　月　　日　案内図
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撤去屋外投光器具
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